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川
口
新
郷
工
業
団
地
協
同

組
合（

Ｓ
Ｉ
Ｐ
川
口）
恒
例

の
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
夏
祭

り
、
第
12
回「

ば
ん
ば
ん
祭」

が
８
月
19
日
、
同
地
新
工
会

館
内
外
と
公
道
の
歩
行
者
天

国
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
祭
り
は
、
新
郷
工
業

団
地（

理
事
長＝

石
川
義
明

さ
ん）

が
主
催
し
、
隣
接
す

る
江
戸
袋
町
会（

町
会
長＝

川口を代表する祭り 第１２回 ばんばん祭

地域と産業が共に手を組 住みよい街に！

開会の挨拶をする石川理事長。３町会長、瀧川副市長、県議、市議、齋藤武南署長、関係者の皆さん。

前
原
博
孝
さ
ん）

、
東
本
郷
南

町
会（

町
会
長＝

山
﨑
一
夫

さ
ん）

、
東
京
都
住
舎
人
団
地

自
治
会（

会
長＝

笠
原
清
子

さ
ん）
で
、「

み
ど
り
・
暮
ら

し
・
産
業
の
共
生」

を
テ
ー

マ
に
、
暮
ら
し
と
産
業
が
仲

良
く
発
展
し
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
行
っ
て
い
る
。

川
口
市
と
足
立
区
の
２
つ

の
地
域
を
つ
な
ぐ
、「

住
工
共

生
の
夏
祭
り」

と
全
国
か
ら

注
目
を
集
め
て
い
る
。

暑
さ
も
和
ら
ぎ
最
高
の
天

候
に
恵
ま
れ
、
早
く
か
ら
多

く
の
親
子
連
れ
な
ど
が
訪
れ
、

１
万
４
千
人
に
届
く（

主
催

者
発
表）

最
高
の
人
出
と
な

っ
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

ー
は
野
外
会
場
ス
テ
ー
ジ
で
、

富
澤
正
之
さ
ん
の
司
会
で
ス

タ
ー
ト
。
石
川
理
事
長
は「

理

事
長
に
な
っ

て
２
年
後
か
ら

初
め
早
12
回
を
迎
え
１
回
り
、

歴
史
の
重
み
を
感
じ
ま
す
。
町

の
文
化
の
一
つ
と
し
て
、
今

後
も
新
た
な
気
持
ち
で
尚
一

層
大
き
く
育
て
て
ま
い
り
ま

す」

と
。
板
橋
智
之
・
立
石

泰
広
・
萩
原
一
寿
・
永
瀬
秀

樹
県
議
、
幡
野
茂
・
前
原
博

孝
・
飯
塚
孝
行
市
議
、
新
藤

義
孝
衆
議
院
議
員
秘
書
の
菊

地
博
さ
ん
、
地
元
町
会
長
等

大
勢
が
訪
れ
た
。

今
年
も
、
メ
イ
ン
会
場
入

り
口
に
、
武
南
警
察
署
移
動

交
番
が
開
設
さ
れ
、
齋
藤
正

士
署
長
も
出
動
。
記
念
写
真

を
撮
る
親
子
連
れ
の
行
列
が

出
来
た
。
消
防
か
ら
は
新
郷

分
署
、
消
防
団
が
参
加
、
子

ど
も
用
消
防
服
を
着
て
の
記

念
写
真
を
撮
っ
て
い
た

野
外
会
場
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

東
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

（

部
長＝

大
井
麻
凪
さ
ん）

、
赤

井
太
鼓
会
、
姫
野
よ
し
子
歌

謡
シ
ョ

ー
な
ど
。
新
工
会
館

内
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
工
藤
慎

太
郎
ラ
イ
ブ
な
ど
行
わ
れ
た
。

沿
道
に
は
、
模
擬
店
３
町

会
の
飲
食
品
や
Ｓ
Ｉ
Ｐ
川
口

他
、
た
く
さ
ん
の
ブ
ー
ス
が

並
び
ど
こ
も
行
列
を
作
っ

た
。

マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ

ー
に
も
人

の
山
。
川
口
法
人
会
は
紙
芝

居
や
ク
イ
ズ
、
今
年
も
大
道

芸
ア
ス
ト
ロ
ノ
ー
ツ
等
出
演
、

ま
た
、
例
年
に
な
い
種
類
の

店
が
多
く
並
ん
だ
。

子
ど
も
イ
ベ
ン
ト
広
場
は

常
時
行
列
、
Ｊ
Ａ
の
移
動
販

売
所
に
も
人
の
群
、
拉
致
の

署
名
活
動
も
行
わ
れ
た
。

石
川
理
事
長
は「

12
年
間

で
最
高
の
日
よ
り
感
謝
で
す
。

町
会
等
も
高
齢
化
が
進
み
、
若

手
も
応
援
に
入
り
皆
で
力
を

出
し
合
っ

て
頑
張
っ

て
ま
い

り
ま
す」

と
微
笑
ま
れ
た
。

前列左から中山久二夫、関根和雄、山田忠、渡辺秀人、前原博孝各町会長。
後列左からパピヨンのアミさん、菊地博さん、山﨑一夫町会長、板橋県議、
石川理事長、幡野茂、飯塚孝行市議、パピヨンのレナさん。

警
察
と
消
防
の

災
害
救
助
合
同
訓
練

川
口
市
民
の
安
全
と
安
心

を
確
保
す
る
と
い
う
同
じ
目

的
を
達
成
す
る
た
め
、
消
防

署
員
、
警
察
署
員
の
相
互
協

力
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。

９
月
３
日
川
口
市
南
消
防

署
鳩
ケ
谷
分
署
消
防
隊
及
び

特
別
救
助
隊
と
、
川
口
警
察

署
・
武
南
警
察
署
初
動
要
員

の
、
災
害
救
助
初
期
対
応
の

合
同
訓
練
が
実
施
さ
れ
た
。

始
め
に
、
武
南
警
察
署
道

場
で
、
消
防
局
の
坂
上
文
明

係
長
が
、「

消
防
法
第
１
条
・

救
急
業
務
と
交
通
・
国
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
・
救
急

車
が
来
る
ま
で
の
対
応
・
心

臓
突
然
死
や
社
会
死
・
A
E

D
後
の
マ
ッ

サ
ー
ジ
・
外
傷

ジ
ェ

イ
ビ
ー
テ
ッ

ク
・
救
急

隊
に
は
限
り
あ
る
時
間
の
中

で
的
確
か
つ
迅
速
な
活
動
が

求
め
ら
れ
て
い
る」

等
の
講

義
を
行
っ
た
。

続
い
て
会
場
を
鳩
ケ
谷
消

防
分
署
訓
練
場
に
移
し
、
エ

ン
ジ
ン
カ
ッ

タ
ー
で
48
㎜
の

パ
イ
プ
を
切
る
訓
練
、
チ
ェ

ン
ソ
ー
訓
練
、
煙
中
通
過
訓

練
、
A
E
D（

心
臓
が
け
い

れ
ん
し
血
液
を
流
す
ポ
ン
プ

機
能
を
失
っ

た
状
態
に
な
っ

た
心
臓
に
、
電
気
シ
ョ
ッ

ク

を
与
え
正
常
に
戻
す
医
療
機

器）

訓
練
を
行
っ
た
。

写
真
は
、
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ

タ
ー
で
パ
イ
プ
切
り
訓
練
。

シンガーソングライターの工藤慎太郎さん

演歌歌手の姫野よし子さん

口笛奏�　ȅ山貴美子さん

マグロ解体。板橋さん、石川さん、菊܅さん
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武
南
交
通
安
全
協
会

平
成
30
年
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

「

電
話
番
号
が
変
わ
っ
た」

川
口
市
防
犯
協
会 ☎ 

2日、新郷コミュニティオーケストラは、第59回演奏会を、新郷公民उ܆9
ई�覚室で開催した。
モーツァルトピアノ四重奏曲2番 K493。ベートーヴェン弦楽四重奏曲1番。
弦楽Ѕ奏～八܆節・अをかなえてドラえもん・ひまわりの約束・「名探�コナ
ン」のメインテーマ等～。

アンコールは、嵐の「ふるさと」を伴奏し、会ࠅ؇でЅ奏した。
出演�▽ヴァイオリン＝細淵和उअ・池澤しほり・小ࠅ直樹▽ビオラ＝ࠆ原

知巳・野本उ織▽チェロ＝渡辺崇܉・山崎三雄▽コントラバス＝平井؆▽ピア
ノ＝ԅ司寛子。（敬称ԇ）

「自ȅたちのまちは、自ȅたちで守る」という精神で、܅域؉災力のईとして活動する消؉団員が、Ȇࠈ
のЅ上と士気の高揚を図り、消؉活動をą実・発展させることを目؇に、日ࠉの訓練のȆ果を発ࠈする消؉
操法अ会が県消؉学ࠆで84܆日行われた。
県ą 64消؉団から	抜された16隊が、消؉活動の基本である消؉ポンプ操法のȆ能を競いあった。
新郷第6支団（支団ԉ＝ȉ܆國雄さん）が38年振りに出ࠅし奮闘した。「何事もなくć事に終わって良か

った。応援団・	手の؇さん御苦労様でした」とȉ܆支団ԉ。　
冨澤良夫ȅ署ԉは「１年ԉを通じてケガもなく訓練を実施して、अ会当日に掲げた目標をクリア出܆た事

は団員さんの努力の賜です。第６支団の志気がより一層Ѕ上したことに感謝ԇし上げます」と。
ą真前ȅ左から馬込ȅ幸さん、中川政行さん、磯貝哲也さん、後ȅ左からЅ澤勝己さん、石鍋英彬さん、

細井翔太さん、右端はȉ܆支団ԉ。

８
܆
18
日
ü
飯
塚
孝
行
市
議
会
議
員
の
܅
ą
若
手
メ
ン
バ
Ý
ü
新
孝
会

（

会
ԉ＝

永
沼
義
؉
さ
ん）

の
؆
気
Ȇ
い
が
納
涼
Ȉ
屋
形
Ȉ
に
て
開
催
さ
れ

た
ý
花
火
や
レ
イ
ン
ボ
�
ブ
リ
ッ
ジ
�
お
台
ࠅ
ü
܆
京
タ
ワ
�
�
؉
ԇ
川
ü

ス
カ
イ
ツ
リ
Ý
な
ど
ü
܆
京
港
の
景
Ȉ
の
い
い
ࠅ
Ȇ
を
巡
り
ü
親
܇
を
深

め
あ
っ
た
ý「「

今
宵
は
と
て
も
涼
し
く
ü
܆
高
で
し
た」

と
飯
塚
さ
ん
ý

ą
真
前
ȅ
中
央
永
沼
会
ԉ
ü
右
隣
り
が
飯
塚
市
議
ü
参
加
�
の
؇
さ
ん
ý
　
　

Ԇ
・
ą
真
ü
新
孝
会
提
供
ý

屋
形
船
で
暑
気
払
い

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
会

ĉ؆の中、	くまで応援に駆け付けた؇さん。ą真は前ȅOBの方々と古川Љ郎܆本郷台町会ԉ。
後ȅは団員の؇さん。

消
防
操
法
大
会

新
郷
第
６
支
団
健
闘

　　　庭で「؉災訓ࠆࠆ本郷小学܆、9日、本蓮町会（町会ԉ＝中山久仁夫さん）は܆9
練・支部対Ȇ؉災ゲームअ会を開催した。
する為、災害؆の対応策を؉火訓練や̅	域̅働を推܅、域住民の؉災意識及び܅
働ゲームを通じて؉災意識を高めることを目؇として実施した。
Ѕ支部毎に̆定したࠅȆから܆本郷小に集Ѕし、避難�カード作Ȇ。

開会式には、前原博孝・飯塚孝行市議、冨澤署ԉ、瀬Ȇ信行支Ȇԉ、新郷܅区町会
ԉ・漆山؉社̅会ԉ・グリーンセレモニー江原勝己さん、学ࠆ関係�等が激励した。
新郷ȅ署（署ԉ＝冨澤良夫さん）署員̆導と消؉団応援のą、人工呼Ѕ方法及びAED
使ԇ訓練、担架づくり、消火訓練、簡؆トイレ組み立て、ć中通過訓練・炊き出し訓
練を行った。参加した380人余りは、真ȅに取り組んでいた。
訓練終了後、富澤Ȇԉが「家族愛、近Ȇ愛を̆つ心と体を鍛えてください」と講評。

その後、支部対Ȇの土嚢づくり搬	・消火؅まとあて・食糧確保ゲームで盛り上がっ
た。総Ѕ優勝はЅ事支部。準優勝は峰岸支部。

本
蓮
町
会
؉
災
訓
練
と
　
　

؉
災
ゲ
�
ム
अ
会

非常食で昼食。左から浮ࠉ信雄さん、板橋智之県議、中山さん、ԇ中紀夫さん。



武
南
警
察
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行
け
る
は
ず
　
ま
だ
渡
れ
る
は
　
も
う
危
険

と
い
う
電
話
は
詐
欺

武
南
警
察
署

歯
科
医
の
風

医
療
と
い
う
の
は
難
し
い

も
の
で
、
そ
の
道
で
学
ん
だ

プ
ロ
に
対
応
し
て
も
ら
う
も

の
だ
と
思
う
の
が
一
般
的
で

す
。確

か
に
医
学
や
歯
学
を
学

ん
だ
プ
ロ
は
、
国
家
試
験
も

通
っ

て
い
る
の
で
、
一
般
的

な
病
気
に
つ
い
て
は
、
症
状

や
治
療
に
つ
い
て
よ
く
知
っ

て
い
ま
す
が
、
あ
る
特
定
の

個
人
の
病
気
と
な
る
と
、
そ

の
成
り
立
ち
は
、
そ
の
人
の

生
活
を
よ
く
聞
い
た
り
調
べ

た
り
し
な
い
と
、
本
当
の
所

は
わ
か
ら
な
い
し
、
ま
し
て

や
治
療
法
に
至
っ

て
は
、
人

そ
れ
ぞ
れ
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。

現
代
の
よ
う
に
、
機
械
や

時
間
に
追
わ
れ
た
ス
ト
レ
ス

の
多
い
社
会
で
は
、
病
気
の

発
生
は
生
活
習
慣
の
中
に
あ

り
、
そ
の
原
因
を
探
る
に
は
、

患
者
さ
ん
の
生
活
の
様
子
を

詳
し
く
知
る
こ
と
が
大
切
で
、

治
し
方
は
患
者
さ
ん
自
身
が

一
番
よ
く
知
っ

て
い
る
事
に

な
り
ま
す
。

例
え
ば
歯
茎
が
腫
れ
て
痛

む
と
い
う
症
状
で
は
、
昨
日

飲
み
す
ぎ
た
と
か
、
連
日
仕

事
で
夜
遅
か
っ

た
と
か
、
疲

労
が
溜
ま
っ

て
い
る
な
ど
何

か
し
ら
の
原
因
を
見
つ
け
る

事
が
で
き
ま
す
。

医
療
機
関
の
良
い
受
診
の

仕
方
は
、
全
面
的
に
医
療
者

側
に
お
任
せ
す
る
の
で
は
な

く
、
ま
ず
自
分
の
生
活
を
振

り
返
っ

て
、
体
に
起
き
た
異

変
の
状
態
と
原
因
を
探
り
、
そ

の
後
で
ド
ク
タ
ー
の
ア
ド
バ

イ
ス
や
治
療
法
に
つ
い
て
の

説
明
を
聞
く
よ
う
に
す
る
と
、

お
互
い
に
良
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
が
と
れ
、
最
善
の

治
療
法
が
見
つ
か
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

岩
下
歯
科
医
院（

榛
松）

院
長
　
岩
下
　
一
三

商
店
会
納
涼
祭

被災地への募金活動赤
井
の
̅
Ј
建
装
株
式
会
社
取
締
役
会
ԉ
の
̅
Ј

正
吾
さ
ん
は
ü
　
８
܆
８
日
ü
市
役
Ȇ
を
訪
れ
ü
市

ԉ
室
で
अ
ノ
܆
信
夫
市
ԉ
に
50
万
ą
を「

社
会
福
इ

事
業
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い」

と
手
渡
さ
れ
た
ý

「

市
ԉ
さ
ん
は
ü
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ý
社
会
福

इ
も
अ
अ
だ
か
ら
感
謝
に
た
え
な
い
で
す
よ
と
喜
ん

で
く
れ
ま
し
た
ý
私
は
�
康
で
い
ら
れ
る
か
ら
ü
�

ま
れ
な
い
方
の
た
め
に
ü
社
会
へ
の
一
部
で
す
が
ü

さ
さ
や
か
な
人
生
の
�
返
し
で
す
よ」

と
̅
Ј
さ
ん
ý　
　
　

ą
真
は
川
口
市
広
ࠅ
課
提
供

赤
井
の
千
葉
さ
ん

社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付

方な܅や中部	8日にかけて、西日本を中心に̅海܆28日から7܆6
どą国؇に広い範囲で記̉された台風 7号およびࠆ雨前線等の影響による
集中豪雨に、自ԇ民主党川口議員団は、川口駅܆口デッキ上で、西日本豪
雨災害被災�支援募金リレー活動を行った。

「みなさまの؆かい、ご支援ありがとうございます。被災܅では、まだ
まだ支援を必ईとしております。息のԉいご支援をよろしくおࠉいいたし
ます」と呼びかけた。

「猛؆の中、ご̅力下さった؇様に心から感謝をԇし上げます」と板橋
県議。

ą真左から、飯塚孝行・܉山�子・अ富精一市議、板橋智之県議。

８
܆
22
日
ü
܆
本
郷
ԅ
店
会（

会
ԉ＝

高
橋
克
彰

さ
ん）

は
ü
蓮
沼
の「

そ
う
ま
す
レ
ス
ト
ホ
�
ル」

で
納
涼
祭
を
行
っ
た
ý
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
で
楽
し
み
親

܇
を
図
っ
た
ý

板
橋
智
之
県
議
ü
飯
塚
孝
行
市
議
ü
中
山
久
仁
夫

本
蓮
町
会
ԉ
も
激
励
に
訪
れ
た
ý

ą
真
左
か
ら
ü
中
山
町
会
ԉ
ü
板
橋
県
議
ý
高

橋
会
ԉ
ü
܆
浦
؆
雄
副
会
ԉ
ý

９
܆
８
日
ü
日
本
ą
ԇ
党
新
郷
܅
区
後
援
会

（

会
ԉ＝

川
野
辺
勝
義
さ
ん）
の
؆
気
Ȇ
い「

お
܆

見
会」

が
同
事
務
Ȇ
で
行
わ
れ
た
ý

܆
岡
正
嗣
県
議
会
議
員
ü
平
川
	
也
さ
ん
を
囲

ん
で
ü
焼
き
�
や
焼
き
そ
ば
野
菜
等
ü
バ
Ý
ベ
キ

ュ
Ý
を
楽
し
み
な
が
ら
親
܇
を
図
っ
た
ý

ą
真
ü
左
か
ら
अ
ԇ
智
子
さ
ん
ü
平
川
さ
ん
ü

܆
岡
県
議
ü
܆
愛
さ
ん
ü
川
野
辺
さ
ん
ý

ą
ԇ
党
新
郷
後
援
会

お
܆
見
会（

؆
気
Ȇ
い）
ԉ
野
県
人
会
郷
土
訪
問
旅
行

ԉ野県人川口新郷会（会ԉ＝西澤�人さん）は９９܆日と10日、郷土訪問旅行で信州中野方܉へ行って܆ました。２
度目の̇܅谷野猿公苑です。県人会とカラオケクラブ・ダンスクラブとЅ同38名の楽しいバス旅行となり、車中ではに
ぎやかにカラオケ美声を競いあい、ビンゴゲーム等で楽しい؆を過ごし思い出に残る旅行でした。　Ԇ・ą真同会提供。



平成３０年 8 月末交通事故状況

県　 内　 　 　 　 　 武南警察署管内

人身事故 15,649 件（-1,345）     ５６３件（+２９）

死者数   　 121 名（+15）         ４名（+２）

負傷者　 １8,924 名（-1,904）     ６５１名（+１１）

物損事故  95,184 件（+3,224）  ２,８２４件（+９０）

平Ȇ30 年8３１܆日 交通事Ԇ日ࠅ（カッコは前年対比）

２０１８年（平Ȇ３０年）８１９܆日（水曜日）　（４）第２７９号 新　 郷　 新　 聞

「

血
液
サ
ラ
サ
ラ」

と
い
う
言

葉
を
や
め
ま
せ
ん
か
？
と
問
う
コ

ラ
ム
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
方
は
、
患
者
さ
ん
か
ら

「

今
度
、
手
術
を
受
け
る
が
、
血
液

サ
ラ
サ
ラ
の
お
薬
は
、
何

日
く
ら
い
前
か
ら
中
止
す

れ
ば
良
い
の
か
？」

と
尋

ね
ら
れ
た
と
言
い
ま
す
。

そ
の
患
者
さ
ん
に
は
、
他
院
か

ら
処
方
さ
れ
た
薬
も
含
め
て
、
抗

凝
固
薬
や
抗
血
小
板
薬
は
処
方
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
と
言
っ

て

い
ま
す
。

私
た
ち
薬
剤
師
も
、
血
液
サ
ラ

サ
ラ
の
薬
の
範
囲
や
基
準
を
設
け

ず
に
説
明
し
て
い
る
事
が
、
こ
の

よ
う
な
間
違
い
を
起
こ
す
の
だ
と

認
識
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思

い
ま
し
た
。

血
液
サ
ラ
サ
ラ
と
い
う
表
現
は
、

２
０
０
０
年
頃
に
メ
デ
ィ

ア
が
取

り
上
げ
た
の
が
き
っ

か
け
で
広
が

っ
た
よ
う
で
す
。

血
液「

ド
ロ
ド
ロ」

に
は
、
不

健
康
な
、「

サ
ラ
サ
ラ」

に
は
、
健

康
的
な
響
き
が
あ
り
、
生
活
習
慣

健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

（252）

今
月
の
新
郷
句
楽
部

雨
音
を
さ
え
ぎ
る
如
き
虫
の
声
　
　
　

前
野
宿
　
森
田
米
子

汗
し
と
ど
百
の
石
段
奥
の
院
　
　
　
　

芝
富
士
　
神
作
恵
子

せ
め
て
も
の
肌
に
ロ
ー
シ
ョ
ン
秋
の
風
　

大
竹
　
井
上
靖
子

君
笑
ふ
顔
の
ま
ぶ
し
さ
汗
ひ
か
る
　
　
　

榛
松
　
相
沢
雅
乃

過
去
未
来
何
も
思
わ
ず
天
高
し
　
　

本
蓮
　
太
田
垣
登
志
乃

嫁
と
な
る
一
人
娘
よ
天
高
し
　
　
　
　

東
本
郷
　
豊
後
照
子

お
詫
び
と
訂
正

ą
܆
号
Ｐ
１
の
義
援
金
を

	
る
で「

居
ĉ
屋
も
み
じ
の

マ
マ」

七
瀬
玲
子
さ
ん
を
怜

子
さ
ん
に
訂
正
し
お
詫
び
致

し
ま
す
É
　

Ｐ
３
の「

歯
科
医
の
風」

の
؉
ԉ
岩
下
一
二
さ
ん
を
一

三（

か
ず
み）
さ
ん
に
訂
正

し
お
詫
び
い
た
し
ま
す
É

次
号
は
10
܆
17
日（
水）

発
行
で
す
É

新
ࠅ
の
正
源
寺
で
子
ど
も
	
ࠅ

東
本
郷
台
町
会
ミ
ニ
・
キ
ャ
ン
プ
大
会

東
本
郷
台
町
会（
町
会
長＝

古
川
鐵
郎
さ
ん）

は
、
夏
休

み
行
事
の
一
環
と
し
て
、
８

月
18
日
夕
刻
か
ら
19
日
昼
過

ぎ
ま
で
、
青
少
年
部
子
供
会 （

顧
問＝

君
塚
元
一
副
町
会

長
・
部
長＝

伊
儀
清
美
さ
ん）

は
、
同
町
会
会
館
及
び
隣
接

の
東
本
郷
台
公
園
を
会
場
に
、

ミ
ニ
・
キ
ャ

ン
プ
大
会
を
開

８
月
７
日
か
ら
８
日
、
新

堀
の
正
源
寺（

住
職＝

荒
井

真
道
さ
ん）

夏
休
み
恒
例
の
、

お
寺
で
の
修
業
を
体
験
す
る

１
泊
２
日
の「

子
ど
も
道
場」

が
行
わ
れ
た
。

正
源
寺
近
郊
の
小
学
生
、
３

年
生
か
ら
６
年
生
の
児
童
31

人
は
、
お
経
の
練
習
や
法
話
、

写
経
、
朝
夕
の
お
勤
め
、
座

禅
、
礼
拝
行
な
ど
お
寺
で
の

生
活
を
体
験
し
、
肝
試
し
や

ス
イ
カ
割
な
ど
楽
し
ん
だ
。

写
経
は
、
十
善
会
・
生
き

る
力《

お
と
な
え
し
よ
う
・

や
っ
て
み
よ
う》

と
。

不
殺
生
ふ
せ
っ

し
ょ

う

（

あ
ら
ゆ
る
命
を
大
切
に）

不

偸
盗
ふ
ち
ゅ

う
と
う（

他
人

の
物
も
大
切
に）

不
邪
婬
ふ

じ
ゃ

い
ん（

お
互
い
を
大
切

に）

不
妄
語
ふ
も
う
ご（

う

そ
を
言
わ
ず
正
直
に）

不
綺

語
ふ
き
ご（

よ
く
考
え
て
話

催
し
た
。

会
館
内
に
テ
ン
ト
５
張
を

設
置
、
小
中
学
生
30
人
、
保

護
者
30
人
、
役
員
10
人
な
ど

で
大
賑
わ
い
。

18
日
は
会
館
内
で
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ

ン
、
公
園
で
の
肝
試

し
や
宝
探
し
、
疲
れ
た
身
体

は
ミ
ニ
・
テ
ン
ト
で
真
夏
の

夜
の
夢
路
。

翌
朝
は
ラ
ジ
オ
体
操
、
午

前
中
は
町
会
員
で
現
職
教
諭

に
よ
る
、
夏
休
み
宿
題
お
助

け
隊
が
指
導
後
、
流
し
ソ
ー

メ
ン
、
B
B
Q
等
、
平
成
最

後
の
夏
休
み
を
楽
し
く
過
ご

し
ま
し
た
。

文
・
写
真
同
町
会
提
供

三
日
月
☽
コ
ン
サ
ー
ト

～
童
謡
100
年
記
念
～

◇
日：

10
܆
14
日（

日）

◇
؆：

15：

30
開
演

◇
Ȇ：

̈
房
平

（

̈
加
市
立
病
؉
横）

イ
ベ
ン
ト
情
報

◇
ą
容：

܆
祭
り

・
ふ
る
さ
と
・
紅
Ј
な
ど
ý

◇
ą
ࠅ
Ԇ：

３
０
０
０
ą
　

（

コ
Ý
ヒ
�
・
ケ
�
キ
付）

◇
問：

０
５
０（

８
８
８
５）

８
８
７
３
　
金
刺
ま
で
ý

写経の十善会の説明を解りやすく導く荒井住職、右は小宮山学道さん。

を
し
よ
う）

不
悪
口
ふ
あ
っ

く（

優
し
い
言
葉
を
使
お
う）

不
両
舌
ふ
り
ょ

う
ぜ
つ（

悪

口
を
言
わ
な
い）

不
慳
貧
ふ

け
ん
ど
ん（

欲
張
ら
な
い）

不
瞋
恚
ふ
し
ん
に（

怒
ら
ず

に
こ
に
こ）

不
邪
見
ふ
じ
ゃ

け
ん（

間
違
っ

た
考
え
方
を

し
な
い）

と
、
書
き
写
し
た

後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
願
い
を
綴

っ
た
。初

め
て
の
佐
々
木
冬
琥
く

ん（

３
年）

は
、
テ
ス
ト
で
100

点
を
取
り
た
い
。
２
回
目
の

鶴
岡
佑
美
さ
ん（

６
年）

は
、

空
手
が
上
手
く
な
り
た
い
。
遠

藤
大
悟
く
ん（

４
年）

は
、
サ

ッ

カ
ー
選
手
、
難
し
い
と
は

思
う
け
ど
諦
め
ず
に
頑
張
る
。

庄
司
亜
美
さ
ん（

４
年）

は
、

皆
が
幸
せ
に
な
っ

て
ほ
し
い
。

３
回
目
の
山
根
誠
祐
く
ん（

６

年）

は
、
こ
の
地
球
が
平
和

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
。

絆
事
業

ひ
が
ほ
ん
ま
つ
り

◇
日：

９
܆
22
日（

土）

◇
؆：

９
؆
30
ȅ
ÿ

̅
後
３
؆

◇
Ȇ：

܆
本
郷
小
学
ࠆ

体
育
उ
他

◇
ą
容：

模
擬
店
・
ゲ

Ý
ム
コ
Ý
ナ
Ý
・
ス

タ
Ý
誕
生
等

◇
問：

２
８
４
þ
８
０

７
６
Ԇ
頭
ま
で

イ
エ
ロ
�

ベ
ン
チ
ャ
�
ズ
ラ
イ
ブ

◇
第
８
回
܆
日
本
अ
܉
災

義
援
金
チ
ャ

リ
テ
ィ

�
ラ
イ

ブ◇
日：

10
܆
７
日(
日)

◇
؆：

14
؆
開
演

◇
Ȇ：

鳩
ヶ
谷
市
民
セ
ン
タ

Ý(

ダ
ヴ)

◇
ą
ࠅ
ć
Ԇ

◇
出
演
�：

森
山
彰
也
ü
水

野
勲
ü
樋
口
忠
之
ü
三
浦

�
美
子
ü
渡
辺
さ
ち
子
ý

◇
第
12
回
本
蓮
祭
り

◇
日：

10
܆
６
日（

土）

宵
宮
Ѕ
支
部
毎
に
催
し

◇
ピ
ン
ト
ą
真
ク
ラ
ブ
　

ą
真
展

◇
日：

10
܆
11
日（

（܆

ÿ

10
܆
14
日（

日）

◇
؆：

10
؆
ÿ
18
؆

◇
Ȇ：

リ
リ
ア
３
階

◇
問：

２
８
３-

５
２
６
５

粂
原

病
の
指
導
を
す
る
と
き
に
分
か
り

や
す
く
利
用
し
て
い
ま
す
。

普
段
食
事
で
と
る
青
魚
の
油
・

ビ
タ
ミ
ン
E
剤
ま
で
も
血
液
サ
ラ

サ
ラ
と
し
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

抗
凝
固
薬
と
食
品
の
境
も
な
く

扱
っ

て
い
た
血
液
サ
ラ
サ
ラ
の
説

明
の
仕
方
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。

読
者
に
は
災
害
時
の
と
き
、
ど

ん
な
お
薬
を
飲
ん
で
い
た
か
知
る

為
に
も
お
薬
手
帳
が
や
は
り
手
放

せ
な
い
と
認
識
し
て
下
さ
い
。

保
険
薬
剤
師中

山

久
仁
夫

血
液
サ
ラ
サ
ラ
の
薬
？

̈
加
せ
ん
べ
い
の
庭

コ
ン
サ
Ý
ト

◇
日＝
10
܆
27
日（

土）

◇
؆＝

19：
00
開
演

◇
Ȇ＝

̈
加
せ
ん
べ
い
の
庭

◇
チ
ケ
ッ
ト＝

２
０
０
０
ą

高
ࠆ
生
以
下
１
０
ą

お
土
ԇ
付
き

◇
出
演＝

金
刺
美
穂
ü
̅
܆

哲
܆
ü
岩
谷
礼
子

◇
曲
目＝

カ
ン
タ
Ý
タ

第
１
４
０
番
・
歌
ȅ

秋
メ
ド
レ
Ý
܆
祭

紅
Ј
他

◇
問＝

金
刺
０
９
０（

９
３

６
８）

７
６
０
１
金
刺

◇
10
܆
７
日（

日）

本
祭
り

◇
؆：

11
؆
30
ȅ
蓮
沼
公
܅

集
Ѕ
・
式
ą
後
出
発

◇
अ
人
神
輿
７
基
・
子
ど
も

神
輿
１
基
・
山
車
Ԇ
台

巡
行
開
始

̅
後
３
؆
氷
川
神
社
ȅ
܇

福
引
अ
抽
	
会
等


